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四國及び九州よ り新發見の青置量ｭ7種
附 大分縣 j ii 龍 ifli 科 目 k

黑 佐 和 義

(大 分 縣 佐伯 市 廣小 將 ) -

Some a:iditions to the Dyclscid-fauna of Shikoku a n. Kyushu,
'    with a list of Dytlscidae t ron Oita Prefect,Lire

by KA zUYOsH I KUROSA

1. Hyd o.atus ac,」minat'_s _、[OTs(tHU「.SI、Y コ マ ,l ケシケ' ン : f ロウ

本種は本州を分布北限とする東洋??l帶系の言t_i?「・, 四國には常タ1、分布すると考え
られるもので るが, 来す:'記 、がないよう i'ある. 1:者It要 縣の松ltl-rtf (17頭,

/
-

]0- IX-1948) と今fir市 (5 fifi, l3- 「X- l918) に於いて一i秀偀 かlら多1收の成 を採集

し,  また矢野俊部氏、カ i;、同氏が松Ill市内 ,採.1集 (3- ]X-1947)  された1頭の標本を頂
した. 本種は松山附近にはかn- り ,.':常に iiするも のと思われる '

2. HyphydriL」s flay・oma、uatu-, I、A、I【Y., キ .J、 シケシゲンコ' ロ、'Ir

本種は本州 (東京・ )i、都、・ -大和・ 兵1fii) とfl島列,l 'のii品江島から知られたかなり
珍11111t 極であるが, f・者は-J、分1?f、i・n部の本立付(te- xt - ]947), 川原木付(5- V-1947),
青lll付 (14- V-1948) 及びl4-イ内市 (5一ﾄ一 l916;lC-X-:916  ;2]-  l l -1047;10-V1l -l947
に於いて多数の成 採 し, また1948'l-:61122 日, 要?度?系の西條市:t-流れる加茂
川の川原で石の下から成 q tの比較的完全な ,'1 :i- 得た.  よって四國と-jL州 '? 分布地

として追加する. 筆者の大分縣に於け'る湖架では, 本種は P.atam b-s p ctiPenniS
SH.Alu) モンキマメ '?、ン=f、・ウ,の好んC、概良r、する比較的清證な川の岸邊:の石の下や
渊の水底に見出される. 越各は成識態で'':-されるよう (一あって, 成 は厳寒期にも
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水中の石の◆・に發見された.
〔記載.〕 短jfj-回形にして・光 あ り. 頭部は赤iii色にして平精, 觸角は淡 ii:l ilt色. 前

alii]青板は黑色にして小點刻を密布し, . 側線は細く赤、iも色に室象取らる. 翅 は黑色に

して, 微小點刻を '布し, 底部に横イIrの s割 ・形

大なるもの1 簡, 會合線の略 中央部の兩側に小な

るもの1 簡, その後側方にやや大なるもの1 簡, 計
3 簡の ｩ二色斑紋を装う.  順面は淡u, i護1色にして 部

求方はしばしば晴色なり. ｭ一は 湖色を基す. 6 の觸

角' (Fig. 1, a) は9 のそれに比しかなり 幅f,琶-し
長 ( 6,  )2 .  6~2.8m
翅 の斑紋は個 により多少の變化がある. Fig.

1, bに示すものは筆者の深 せる 32 個?装のうち e
色 紋の最もISI く i?細せるもの-eあるが,  もっと
数多くのfl用iffi i:-1? めれば, ?底部の斑紋のみi二 し,
他の2 紋の完全に納失する個 も見出されるであろ

う .

3. CoelamouS vittatus SHARP シマケシ ン ゴ 1◆ウ

a

Fig.1.
I「yphy(1ms f】avom◆cuIatlls
a 3 e)觸角
h地相の黄色班救

この種は從來本州 (SHARP ; Tmns. Ent. c. Lend., p. 441, 1884) と北海適
(TAK「/tAWA ; 「ns. Mats.,W, 4, p. l72, l933) から知られた珍稀な種であるが,
、筆者は l947-年 l l 月23 日, '大分1?佐イ自市の佐イ自小 交 腿のブ二 ルに於、、r、て3頭の新
解軟弱な成 を得た .

〔記載〕 t1?1は長構回形, ,背面は淡一iiifi;1,色にして, やや隆起し, ‘i量き光澤あり. 頭部
は滑澤にして ; 微細なる '刻を装い, ・頭頂に凹字形のn商f馬色被を具う , の兩側に

軸,き陷凹部あり. ・概ffJは淡,','i- 開色なるも, 求半部の各節は基;端ii::除き暗褐色を す・

前ﾊfﾂ背板は後邊の中央にnﾃ  關色紋を装 ｢ , 正中にll! iす :短き縦確を具え , 全面に
刻を有するも前後兩綠にそうものは少しく組・大なり. は各4 の1111 fl縱條と2條
の明破、it、る?Iii刻縱列 i:・.,!!え, また段半部の側総にそい f ill,色 條あり, 會合線も黑
ネ・1,i色, 全面に黑色のやや-大なるal 檮盾浮､ 下面は11・ Vにして , 頭部 , 前i同部
1通群i側 1?及び渡は淡?i?tも 色, その他は赤褐色ii: ?す. 備長4.4 -,-4.6mm.
4. CopelatuS subfasciatus Z「M:、・f「' llMANN ク ロ セスジ ンゴ ロ ウ

本髓ll伊豆諸島・ ｻiｫ \ ・ ・ 紅 等から知られたものであるが, ・ 筆者は ｫ一分

縣の佐個市に於いて l9474ド8 Ji l7 日にi整慨用の用水池から13頭の成 を採集し, ・更

にl948年7月24 日にも総戦燈に 來した3頭の成識 得ることが出來た.  よって-;L州
を分布地として通加する. 本極は今後調;fl◆がすすめば, 本州と四國の暖地にも發見
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されるものとf象想される. I ll, 筆者は宇野正芳氏が表北にて採 されたこの種の標

を織したことがある.
〔記載:]第登は長精回形, 背面はやや隆jl過し, 微細なる を装い, 少しく光 あ り .

部は黑編色, 額と頭楯は赤糊色, 觸角と兩競は襯ｩ二色.  前1向背板は黑褐色にして

Fig 2. (Jopelatlls subfa'ciatus.
a・ 左 韓の継海
h 6 のae leagtI‘(左のlateral lei'e
を除きたる左1更a面観)

兩側は ｩ湖色,  正中に微細なる縱 を

具え, 前綠にそいて組 を1 、・r、, 後

側角f精近に極疫あり. 拍は黑色, 基

邊は多少とも淡色, 側線は: ｩ概色,  各
神に6條lf)競き縱離あり (Fig 2, a),
亜線n栫Eは比較的長く,  側 の前方 l /3
の附近より超り, 第5 縱條の末端近く
に至り浦失す. 頭部と前i向部の下面は
褐:出i二色, 中・ 後 と 部の下面はl暗赤
相色, 成は禍資色を・是す. '総長5.0- 5・
2mm.

3の aedeagusは Fig 2,b に示す通
りで, lateral lobeは.gl高度くて, 来方l/3
の下邊に長、f、軟毛を報・ 生し, 末端に匙
形の附 物1:具えており, mirliau lObe
は細くて長いが, Cope'atus teranshii
KAMrYAのそれよりははるかに短く ,
かつより弱く彎曲して:i,・り, その中央

部から:tli 1?特異な形 の附解実起を生

す- る.
5. PIatambしs plot pennis SlfAl・tI' モ ンキマ メ ンコ°ロウ

・It:.種は四國から来・た'記録がないが, 筆者は要媛縣の字和島市 (來村川, 2頭, 30-
v- l946),今治市 (蒼lft川, 9頭. 23一、l-1948) 及び松山市 (石手川, 16頭, 24- ll -
l948) に於いて多數の成競を操集し, また1946年5月31 日, 字和島市の來4一」'川に於、,r、
て捕獲したRana rugosa ScHr,IiGEI. ツチガ ル'の胃から l頭の成最を見出すこと
が出來た. 從つて本種の分布は「?準太,  日本(北海適・ 本州・ 四'國・ -fL州 ' 對馬),
朝鮮」 となる. .

6. F、gabus browni KAMIYA チャイロマメ f ン i ロウ
・先年筆者 (.昆最世界, 48?5月號, 9頁, 19 ) は-;L州と滿洲から知られていたこ
の籠 本州にも分イ11することi,:?部t告したが, ・'?・回さらに四國を分布地として追加
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22. ※HydatiCllS g「ammituSCliRMHit コシマク' ン=t l二l '、7

採集地 : 北海部那大在付 ( 「?), 佐値市 ( [、', Vn~X), 同木立村 ( ', f ),  同下 西村(V, 、a),
同青山村 (V)・ '

-

23.※Hydat'cus fabric被M、c I - ' r ウス イ ロ シ マ 、ン ロ ウ

採集地 : 北海部都大在村 ( l、), 佐t白市 (V~Xl ),   南淹部部下t1基:国村 (・V, Viii), 同木立村

( t ・
24・※GraPhodereS adamSi CLA“K マルカ' y ン ロ ウ

採集地: 佐f自市 (、IIE)・
2'二.※Cybister japonicusSIr、TI.、, : ン :・t ロ ・ ' ,

-

.

、

'
 

n

行f
,

採集地 : 佐伯市 (][, H, VII~ IX, Xl ), 南海部那下 国付 ( 9, E・ t1 )・ ・  .

'

26.-※ Cybister tr ipunctatus or ientalis Gs,,1[、、・1ism・s-lit: ' 一」カ' ノ '/ ンコ'ロ シー              器
採集地: 別府市 (X), 北海部部大在付 ( IT), 佐1自市 (V iii ~XH), 南海部那「、l・ii因村.( [ :1

~V,、la, ]X, ;X[), 同木立付 (Ⅷ)・ j
細筆するに常り文献の渉 に關して'多大の援助を興えられf、lfi 口浩平氏?'びに費震な標本の j
御惠興を員, №墲ﾁf、 -矢野俊郎,  安葉一帶南氏に厚く御強中し上 ' tる - .

'

・ 1

本 州 来 記 .「、 oり 天 牛 二 種 -
'

式 l: 武 -

l
l

1. pronocera brevicoIlis all da'」rica 、 l oToc】i uL、ll ・ ク ビ' r ';:; l二ラ カ ミキリ ・1
、1

本極は水F野氏天牛科目拈条によ ll  ば朝無f.  ・ 太l、'産す・ﾆ、種なるが私は昭和 22年7  月某日自宅 、:i
軒端の水相中に落ちて死に浮f、居るものを採集した・ 前脚7.f援赤碼色越相は青豐色にて美理の - ;

秘なり. ・ ll

2. Jud0lia longipeS ( til1l.HR 力 ラ クニ ハ -力 ミ キリ .

・ :・

本種も前all自鎌によれば朝鮮・ 性?、.に産する樹なるが私は昭和10年S月6 日利根郡中央部に在 j
る武尊山 ( ・1、 タか-r一、' ) 斑'Ieee来位.・)漢 i の花上に得たり. 、

.

、

、

以上の=E[は開公一氏の同定をil l ' .-れば?.名に 無きを信ず.  但し1 には多;1,''の識ある由, ' :.

111に關氏に同定の勞を深識す.
'                              .         i

l
-                                                    1

Chlaenius cost iger Cl fAUl)0「ll 、'al '. bhamoensiS cATt ''、 j
スージァヲ:・, ミムシ變種の新産地 l

小 of f ・ 迷一
. 1

_
、 i

原極は響通に産するが, .本al極は機めて稀,:l)なもの 1、 先1、◆大和葛城山( iI -26,193t二 木等 l
氏採集)の記鎌i、あるにすぎないi ;, 私は大阪府枚方町提川原 ( 、」  ・ii,1947) 'CI 頭を採集し得 i
たので報告しておく. 他には現在阪口落平氏所の天野由雄氏ie集標本中に群馬願沼 国産の、 1

1頭を検しての るにとどまる様'Cある. - :
:
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